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1.はじめに  著者らは秋田市の雄物川河口（放水路

口）からにかほ市の平沢漁港までの延長約 45 km の秋

田県南部海岸（図-1）の汀線位置変化を 1991 年 8 月

から月に 2 回（13 年 4 ヶ月間），2005 年 1 月からは月

に 1 回（11 年間）の頻度で現地調査している 1)．また，

日本海側で初の島式漁港であ

る道川漁港（沿岸方向幅約

270 m）の背後 2 地点と漁港

南端から約 350 m 南に位置

し，南西沖に離岸堤が設けら

れた地点の計 3 地点で（図-2）

汀線位置変化を現地調査して

いる．St.6ʺは 2015 年 4 月から

の調査である．後者の調査目

的は，①大規模海域構造物の

背後地への影響と②本海岸に

おける漂砂動向の多面的な検

討にある．本研究は道川漁港

における調査データの解析結

果を報告するものである．   図-1 対象海岸と調査点 

 

2.現地調査とデータ解析の方法  汀線位置変化など

の調査点（以下，St.と略記）を図-1 に示す．図中の数

値は調査点番号で，s 付きは斜め写真撮影のみを行う

調査点を示す．汀線位置変化量の評価は各調査点に設

けた自前の基準点（杭）から汀線位置までの距離測量

に基づいている．汀線位置は調査時の水際線の最も海

側と陸側位置の平均位置と定義している．この汀線位

置に対して，潮位や wave setup，地殻変動の補正は行

っていない．参考までに，秋田県南部海岸における通

年の最高と最低潮位の潮差は 0.5 m 程度である．秋田

県南部海岸全体の汀線位置変化動向を理解する一助と

して，各調査点における汀線位置 Y の経年変化（全デ

ータ）を図-3 に示す． 

 

3.結果と考察  図-4 と 5 に St.6 と St.6'における年毎

の汀線位置変化を示す．両図から道川漁港背後にある

St.6 の汀線位置変化は，漁港から南に離れ，南西沖に

離岸堤がある St.6'のものと比べて，汀線位置変動が大

きい傾向にあることが判る．これは St.6 の前面にある

島式漁港が大規模であるためと考えられる． 

 図-6 に酒田港沖における年毎の日平均有義波高変

化を示す 2)．酒田港沖のデータを用いているのは秋田

港沖の波高に欠測が多いからである．図から，酒田港

の日平均有義波高は冬季に大きくなることが判る． 
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図-2 St.6 と 6'，6''の位置関係 
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図-3 各 St.における汀線位置変化 
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図-4 St.6 における年毎の汀線位置変化 

キーワード：汀線変化，海域構造物，現地調査  連絡先（〒010-8502 秋田市手形学園町 1-1 TEL 018-889-2363） 
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図-5 St.6' における年毎の汀線位置変化 
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図-6 酒田港における年毎の日平均有義波高変化 
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図-7 汀線位置変化と日平均有義波高の対応性 
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図-8 汀線位置変化と日平均波向の対応性 

 

図-9 道川海岸における波向，波高規模と汀線位置変化方

向・規模の出現パターン 

 

St.6 の汀線位置は冬季に前進するので（図-4），St.6 の

汀線位置は波高に対応していると言える． 

図-7に 3地点における汀線位置変化と日平均有義波

高，図-8 に 3 地点における汀線位置変化と日平均波向

の対応性を示す．ただし，波向については北から時計

周りに 8° 3)～188°の陸から沖方向に向かうものは除い

ている．波向は酒田港沖と秋田港沖で観測されたもの

を用いているが，酒田港沖の波向は秋田港沖のものに

比べてデータ数が少ない．これは酒田港沖で観測され

た波向に欠測が多いためである． 

 図-7，8 によると，漁港背後の北端に位置する St.6ʺ

と St.6 または St.6'の汀線位置は逆向きに変化している

ことが多い．例えば，日平均有義波高が大きいとき，

St.6ʺの汀線位置は前進傾向，St.6 と St.6'の汀線位置は

後退傾向である．日平均有義波高が小さいときは前述

の逆傾向である．また，日平均の波向が相対的に北寄

りのとき，St.6ʺの汀線位置は後退傾向，St.6 と St.6'の

汀線位置は前進傾向であることが判る．日平均の波向

が相対的に南寄りのときは前述の逆傾向である．これ

らの傾向を図示すると図-9 のようになる．図中，白抜

きの矢印は波向と波高の大小を，黒塗りの矢印は汀線

位置変化の方向とその大小を示す（図-7，8 参照）．図

-9 から，対象 3 地点における汀線位置変化は道理にか

なったものであり（例えば，海域構造物の背後遮蔽部

では汀線が前進し，波に直接晒され，波高が大きいと

きは汀線が大きく後退など），波向と波高の規模，海域

構造物の規模（沿岸方向ばかりでなく，岸沖方向も含

む）により 4 パターンに大別されることが判る．同じ

入射波諸元でも，海域構造物の規模により一方は汀線

が前進，他方は後退ということもあることが判る． 

 

4.おわりに  大規模海域構造物背後の 2 地点と隣接

し，小規模海域構造物（離岸堤）が設けられた 1 地点

の汀線位置変化データと波浪データを用いて，大規模

海域構造物と小規模海域構造物がそれらの背後の汀線

位置や漂砂動向に与える影響を論じた． 
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